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我孫子添役所前般公室企磁言葉

心のかがやきをテーマに
わた Lたちの災f，f， (段、 tJi'>!怯生 i:: との怠っくまちですー気象

学的多老婆iこっ〈したいi印式し jf口実 Ur丹，~"， C却である血務守之DiJ、

1((給食怒学的附党に A:.~ <ピ全然した中華f-ffi泌など、近代め文化:ニ大

きな眠時をグ〉二 L主人?もニのまちからは之L通ていきました。

た、 3主'話、ぶ災前自主 1 式島小路尊宅!i~;示後など ál羊 l絞めひとびと

?う¥こよなく霊Lんまちと Lても手足i王子i主主ilら;1てL、ま ?α

このような先人た九丹後してくれと文化的伝統のなかで わた L

たちは新しい文化ヴくりめために持1)し、'tくめ祭主}をf号てさま L

市民会主主{ま、こ 7したわたしたすフめ文化活動的発表的場と Lて、

た治f主的交流の3告として持ちのぞまれていまLt.この

コシサート、 i詞毒妓孫、発表会的ためのホ ル、広い知議会得

るニとや学室主将ための図察官官、郷土的軽正史資料を築めた考占展示後

など、!>(的絵殺を惰えた市民会終的Jt:fi主i主、わた Lt.よち出我係干

の較しい文化が、きら!ニ飛躍するためのシャンフ台として、また、

授かな心kよりすlまらしい入問鴻係をは寸〈んでいくための鳴と L

て、おおいに役立つことと思いますφ

我孫子持続Lい文化的;中、手は、わたしたち市民のひとりかとり

むず。市民会館内活発な宇1I霊が省よけよいまちヴくりへの;たさなー

ゆとなるよう殺ってお守ます。
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( 1階) 祭J車湾審議主主t愛， I幾縦型経

( 2 ~昔} 与市展ポ主主・事務室 ，ml'l';~喜誉総

休日救急詩吟ヰ長会療援金草草剣総書者センタ ω

被害事室主2主・会綴幾何}レス卜うン

(器} ホ…1'1--.大会議支援・会議室3)

ロピ w 叩‘議室(3)盆?議議案・吸虫手緩

(中H普} 主主主建議・認先室白スポット家
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市 長技辺藤正

子主Eえのみなきまに長い関待ち望まれてきた市民会白書が、予言電泌

を一滋する景勝的地に完成"たしました。ニ同落E誌にあたう、可そ

のみなさまとと毛に嘉u:を分かち合』いたいと容じます。

この帯主主金銭辻、長話従席数lOO()1需"もち‘主義察官事、税務官主輩、体

司救急翁伎をき悪所、レストラン努も交憶しており、みなさまちの交

流町票主主主として、大いに役立つものと存七ます@

また、どん立、本市的自然とlIli敗を措いた作品告であ')宅将来に

わたって伎みよい我孫子市を教徴するものてtあ守

ヌ字詰i主主吉之鴻的事1ft臣i1'!こよ守、主主主E器禁門ベ yドタウンとして発尊重

L、文化閥、裂が東京にき王寺されておりますが、ニニ1=主主然、
丈ftl活動町長立と令る市民会紛が建設さIlたことによ号、まもな〈

JO]j'人的言ifそを主主えようとする営努図的中李嘉穂市として内形或がを

されて島たといえると燃いますe

特;二、水と録的空機を綾持しつつ、文化的‘?百社主ヲなさ毒殺を潜え

た回殴殺事主文化事事事ヴ〈守的基本となる施設であ号、このm際会館

ヲ老成を契機として、市~粉の心的ふれあいがますます盛んにな時

総量ミと伝統に支えられとき主孫子7告の文化が洗練寄れますよう童話移し

ておりますa

今後とも、事長とめみなさまのご指導主ご?暴力をお闘いをド LJ:I1'ま

して宅ご1主;主主いたします。
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るコ、務総3'.都市然襲撃公菌のE是主管の

案者をまぞのとおり綴箆ドだしEます。

務総額 主主主嘉手蓮1市計測公霊童

。空軍源 三匹襲撃送公遺書

修区主義 主主主義三子新邸宅!'J打線上およ

びElω下、主主設び筏←告患の主E銭。

e露呈憲章慰問 符月おEヨから竹湾Q

開霊祭主?

@緩E事者護持号 室喜子君主閉鎖ffi宗主義譲事

飽和あま手絡ヨヨ年去っきさ年演はが

空き在竹Fl5Eヨ〈月)tfら発行し£務

守口

1>苦在行主主筆長 G:襲警附金フ教喜きを手ま

つコ懇まE翼1立ズブ索く211勾15穏校

@寝苦討す主義主主しあま王去っさき年賀はtf

然資翠の入臨調$議!茎字詰f時受{百げ き C2C約 )22喜善5000万佼

していさま等1:1、来響41'ミ181こ係 修恋愛手5五のお空" 1等コンパクト

言電車重へ入豊富を希草書記される1:51こ絞り、 かメラ 2等~II<ケットカメラ 3 

竹湾初日(会〉午後ヰ時30分法ぞ 考撃手紙t:ット 4等専務室主5五銭手シ

lご船3選手続脅運営してく主ざおい。 ート

惨事装荷密入襲警筆者室 め路線1:1霊宮殿 1>総選主俗 図耳目的穏守汚150

外聖書務 惨を皆殺が霊堂縫内労働 霊長 ※予約草安売犯行いますので、禁制

自親がいないま担陸連 @窃綬の出産 !よ惜82-4251へE問い合せくだち

主主校舎正考人(1)綴喜重な校総家y苦ま い。

(I)!Ji警警など 以上iこ喜主主出し、家運筆 【臨終泌懇話産関股〕

係湾主主滋霊童1;;児豪 華晃郊王子市文化祭Cともない、'fR.

b入閣で怒るを李総 ffi立書量殺軽量， のとおり票話機j言語の務絡協議所攻隊

“StJi司以上、 II..U俣湾総......t毒 殺します俗

居留め縫準fごよりま9. I>BG寺 村湾38tfら58

41'寺守主ヨ!と年齢tJ迫撃していない 11燃から午後4章者

!兎童についても総量議選創立受幾い主主 炉綴陵 中央公匹見鐙

し家宅言。 炉内容 認欲張号手奴昔話、密震二えそ子

炉特獄事長湾 総体関尿害警・律事害児 ンブの持EDt.主どo(主主主義ミ子郵li!'f，努〉

録害者については、!忍霊慈雲空腹霊童へお 「一…一一一……一一一一一一

際い会tt<ご主ざさい。
1>申綴方法 入言語船主書重量i品、 fij役

孫娘露童家庭談、銭安所、務総湾霞

!こ3ちるうま寸。 F際立祭事響機〈綬・多野

湖北台@導要連事び己ー機]5.主査本・

つくし要事買事一)(1)入陸自由議機悲喜筆

接猿襲撃霊安産主課へ機校iしてぐださい。

(童話至宝1'j!)

独立原語審議童の寧言語義震はi5i'字、童書綴

i己主霊t悼してくだ古し」

砂車必祭事警留の問い合せ安宅

f愛のH耐震・怠けおいJCCS綴

1J<だちい。

1>日時dこ著書言寄 竹悶竹巨〈むヨ〉

傘選選~l，駅南DE発車ち 午語専甘酒暗主主主云

2.(1)鍛i喜重i札機でつぐられ疋事

懇談の選総数帯~a歪です。溶き註主で

おるあなたが、議綴奪還いZ全然

松どに~記長{撲で定められだ共済金

万受払われます。燐金1革、さ註滋読

者革主嬰除となり、義語磁をしZ主主アら襲ヨ

産基づくりのあt世l己主主訟をます。 IC'!ざ

いま、主投機話器入促i醸葉襲警語実雲監司。

ぜひごじり機会iと建議後へこ加入を恋

す宅ずさむします。

入のうえ端し込みく主ざさし¥"

おら芝めて談後会(J)宣車知をさし務

げま9.
歩宛先 2存在れ -3ーア 渡辺三事

善悪女ぎ ボ イスカウト主主総予ffi道義

主話協議会

b申込綴滋 11i'l15B 

砂対重量 級fめち年41'司就学予定著者

けま手生tl

惨事事委義人豪華 'Ei干潟

1>申途方主査 波長護ハガキi之、注所、

生年問沼、入伊予定小学今謀、

伊三翠章氏潟、電話事蓄を苦を書いて、

竹月fヨモヨ〈潟ED奇効〉までは憎し

込んて?くださいむ

"'!l3込先 1J九叩)~スカウト千葉線

綴45団主主務総長 箇中}義三子役長

久寺室長555ザア 腎 83-3107

初出者て?も理詰えさ表す。Ijij審泌総

会童書iこてjE期演害毒殺を予定し"l:い

ま軍。 5号務 E 女務共団員さを幾重寵し

さまです。

惨草壁絡先 制 85-8359謀説滋

E盃垣事言説J
主語2壌土喜望日午後公務主1640寺ま

でカラオケ[こよる勉強会を行いさま

'"喜霊長時 レストラコン日三主主部〈務総〉

2院議 修会重要 10001号

b申込先主宰E話題菱 惜82-8713

恒三記垣亙亙
歩申121~総書道工会まだは絞殺金

最愛機関

砂申込受f甘F時凶 121'苦まで

除草皇賞隠覧車重量員 会竹中小金主義務50

合m弓 @ 怨苦言800.ヱヨ円
'"話連蓄電載j率 ω総湾深夜襲話会保誌

i'il総長まのi需要きまま6% 綴ぞ告以外の

主主6.5%

駄だちの.'l'重量Cあるお米在、望記

念:こみ忍苦され;C供読さするだめ、言語

鐙管理詩型j綴iとよりお米の立主主要核燃

を総燃していさ表す紗

やミミ授とI<i:、農業主量1護送、おいしい

ま苦悩米谷之さ縦し亡、事尊重護望書!こ磁絡

してい霊安ずが、jEめられた機運ま・

様定者霊登けていたをい絞めIiil関が不

明です。 ロミ米l革、費っても発っ

ても食糧警聖護法!こ違反し荻弓e

ゐ⑤喜きいしい'f繋のコシヒカリ考量殺

べましょう。

要量産量のお来者数得するよごと絵、

要望F号襲警裂の生総を愛窓会校、今後

もおいしいお米の:otA護老若礎保すめ

ことが℃若きをます。

よとの簿j緩めくわしし 2ごとは、賞受 政不法究開流通常 110言語 f関絞ら主主

警察りの商二工会・忍ごと重量綴夜 中1)ミ いだら君0472(23) 2814 (察庁義

主業主主体中央会波紋は金魁機臨時へ 終官邸農政幾重量軽量号事〉

不動産相殺 1 (テレホンサービス
宅長想守 E毒物など!と機写る不

なで;二L?llf-35T73竺

T-m悶 11F翠158、168、198、

2C8、21Eヨの58院議

S砂防総 8G吾45分からむ終30.分

易機断 続訟j5~えよ子ーランμ

砂災F号 3000P-1 (主主主重要費、 保険料、

罪者定裕容とさ〉

1>受遜童画Ui号、~::E台駁、央

公俣義務総からパス送事1

惨事事室長人毅 408 
b申込 投機ハガキ!ぷ{絵滋、 E主主語、

年喜君、校日IJ在記入して 11月58

〈泊ED燃費選〉まで!こ保健主事務総へ。

申iみを手絞め望事務I<i:抽選す。

惨日時 111'弓4Eヨ〈白)守二総始

1>1護持寄 我孫子選護妓武謀議自習

除毒事総銭 ニ4王宮鈴F号、子ども

1CO内〈議議室警奪事績を稔みますd

1>申込 36までi謀議話で、さき句

会壌ζ?とF蕊10控奇から11草寺さま℃受ほ

し:まぜ。

b串i旦先智容8-00221器

棋大

T-SS時竹i'l11E3(臼).25Eヨ(8)

午防犯雲寺

険金担毒 殺さ子卓球機〈主主孫子1絞め

砂会毅 10001弓〈後食 事室務付〉

診量薬事基 宮 82-33決金子
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111]金
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ボランティアの会誌
T-定例会竹湾28午前畑話事怒ら

我孫子絞筒行政務豊富E寄 砂童書簡荘

署長tt，苦童書 111'315白 惨毒事簿箆護普

段主主動 111'幸218 線総祉作重軽減、

終段幸喜重撃の請書{士主主護霊セ，fj-つ主い草壁

母手質量翠カウントe:線総会 " 

1>1'寺B 11月竹総 CEヨ〉関火中立

静脈篠宮ei ffi役所 冬喜ち9章者

。号事態111潔葬基金

参.1'司B l1，E守188(とn雨仁科i主

伊集会主主孫子絞殺札口 午線8

時 世君主主多摩1111鼎祭政下襲撃

令学童竜沼(上望書〉祭機会

少得B 11附238C重量〉豊臣天中i主

炉集合主主孫子中決公民銀総午

言語Q鈴

く撃事燃を守る話連盟告さ-0521渡辺〉

明るも
参b小芝Pぷ主さんく線問1019)からハ

ナシ沿っブ300株ガ喜喜提霊祭れ定の

でを手憲章沼滋総長義iこ痘え殺し位。
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